
沖縄県立博物館・美術館 こどもフェスタ 2023 

カタツムリ
のふしぎにせまってみよう！ 

日時：2023 年７月 26 日(水) 10:00～ 

場所：沖縄県立博物館・美術館 実習室 

講師：菊川 章（生物担当） 

オキナワヤマタカマイマイ



カタツムリってどんな生きもの？ 

正確
せいかく

に言うと、『カタツムリ』という生きものはいません。『カタツムリ』は陸

上にすむ巻貝
まきがい

をひっくるめた呼
よ

び名
な

です。『陸
りく

貝
がい

』という呼
よ

び方
かた

もあります。 

 

■ 陸貝への進化は少なくとも３回起こった？ 

陸
りく

貝
がい

は、「殻
から

に蓋
ふた

のある仲間」と「殻
から

に蓋
ふた

のない仲間」に分けられます。これ

は、陸
りく

貝
がい

への進化
し ん か

が１度きりではなかったという証
あかし

です。一番種数
しゅすう

の多い系統
けいとう

がマイマイの仲間、「蓋
ふた

のない」グループです。触角
しょっかく

が４本で、その先端
せんたん

に眼
め

があります。肺
はい

を持つのも特徴
とくちょう

です。「蓋
ふた

のある」グループには２系統
けいとう

あり、

海にすむアマオブネに近い系統
けいとう

（オキナワヤマキサゴなど）と、淡水にすむタ

ニシに近い系統
けいとう

（アオミオカタニシなど）に分けられます。いずれも触角
しょっかく

は２

本で、その付
つ

け根
ね

に眼
め

があります。 

 

 

 

 

 

 

■ カタツムリの不思議
ふ し ぎ

な体 

① 雄
おす

と雌
めす

がいっしょ？ 

マイマイの仲間は、雌雄
し ゆ う

同体
どうたい

といって、オス

でもありメスでもあります。交尾
こ う び

は、お互
たが

い

に精子
せ い し

を交換
こうかん

します。「蓋
ふた

のある」グループは

雌雄
し ゆ う

異体
い た い

です。 

オキナワウスカワマイマイ オキナワヤマキサゴ アオミオカタニシ 

フタのないグループ フタのあるグループ 

マイマイの交尾
こ う び

のようす 
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② どうやって呼吸
こきゅう

するの？ 

マイマイの仲間は、肺
はい

を持っています。体の

側面
そくめん

に呼吸
こきゅう

をするための孔
あな

があいています。 

 

③ 乾燥
かんそう

は苦手
に が て

 

カタツムリたちは、乾燥
かんそう

が大の苦手
に が て

。蓋
ふた

を持たないマイマイ

の仲間は、乾燥
かんそう

すると、殻
から

の中に引
ひ

っ込
こ

み、エピフラムとい

う膜
まく

を張
は

って水の蒸発
じょうはつ

を防
ふせ

ぎます。逆
ぎゃく

に水も苦手
に が て

です。肺
はい

呼吸
こきゅう

のマイマイたちは、水中では溺
おぼ

れてしまいます。 

 

④ 何を食べる？ 

種
しゅ

によって野外
や が い

でのエサは違
ちが

いますが、飼育
し い く

する場合
ば あ い

は、キュウリやニンジン

などの野菜
や さ い

を与
あた

えます。マイマイの仲間は、動物で唯一
ゆ い つ

セルラーゼという酵素
こ う そ

を自分でつくることができ、植物の繊維
せ ん い

（セルロース）を消化
しょうか

できます。だか

ら、紙を食べてしばらく生きていられるものもいます。 

 

■ カタツムリいろいろ 

① 形や色の多様性
たようせい

 

カタツムリは種
しゅ

によって色や形が様々
さまざま

です。これは、すんでいる環境
かんきょう

に合わ

せて長い年月かけて進化
し ん か

した証
あかし

。カタツムリの魅力
みりょく

のひとつです。 

 

 

 

② ナメクジとカタツムリ 

ナメクジはカタツムリが殻
から

を無くすように進化
し ん か

を遂
と

げ

た生きものです。カタツムリの殻
から

をむりやりとってもナ

メクジにはなりません。 

呼吸孔
こきゅうこう

 

エピフラム 

ヤンバルヤマナメクジ 
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■ 沖縄のカタツムリ事情
じじょう

 

① 沖縄にはカタツムリが何種
なんしゅ

いるの？ 

日本にはカタツムリが約 800 種います。うち沖縄に

は約 140 種います。そして、そのほとんどがそれぞ

れの島の固有
こ ゆ う

種
しゅ

です。カタツムリたちは、簡単
かんたん

に海

を渡
わた

ることができないので、島に隔離
か く り

されて独自
ど く じ

の

進化
し ん か

をとげ、固有
こ ゆ う

種
しゅ

となったのです。 

 

② 沖縄はカタツムリにとってすみやすい場所？ 

沖縄は、石灰岩
せっかいがん

の大地が大きな面積
めんせき

を占
し

めます。この

石灰岩
せっかいがん

が殻
から

の材料
ざいりょう

となるので、沖縄はカタツムリたち

にとってすみやすい場所です。石灰岩
せっかいがん

の森にはカタツム

リたちの死骸
し が い

が積みあがった殻
から

だまりが見られます。 

 

③ 外来
がいらい

種
しゅ

のカタツムリたち 

 

 

 

 

 

 

④ カタツムリの天敵 

 

イヘヤヤマタカマイマイ 

（伊平屋島固有種） 

アフリカマイマイ 

食用に飼育されていたもの

が沖縄戦の際に逃げて定着

した。 

アジアベッコウ 

2003 年ごろ沖縄県に

侵入し、どんどん勢力

を拡大してきている。 

ソメワケダワラ 

琉球王朝時代にサツマ

イモとともに侵入した

と言われている。 

★最近、これと似た大型の 

ヤエヤママドボタルが沖

縄島に侵入し猛威をふる

っている。 

植物などの移送に

混入して侵入した

外来種。 

石灰岩の割れ目に
見られる殻だまり 

オキナワマドボタル(幼虫) ニューギニアヤリ 

ガタリクウズムシ 

注意！ カタツムリには、広東住血線虫という寄生虫がいることがあります。 

もし触ってしまったたら、石鹸で手を洗いましょう。 
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オキナワヤマキサゴ 
Aphanoconia verecundum verecundum  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 6.5 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 5 ㎜ 

分布：沖縄諸島 

特徴：アマオブネという海の貝に近い

仲間
な か ま

。殻
から

には石灰質
せっかいしつ

の蓋
ふた

があり、

触角
しょっかく

は２本、眼
め

は触角
しょっかく

の付
つ

け

根
ね

にある。雨が降
ふ

ると葉
は

っぱの

上に這
は

い出してくる。街中
まちなか

でも

よく見かける身近なカタツムリ。 雨が降ると葉の上でよく見られる。 

ヤマキサゴ科 ヤマキサゴ属 

殻
から

には石灰質
せっかいしつ

の蓋
ふた

がある 

眼は触角
しょっかく

の付け根に 

触角
しょっかく

は 

２本だけ 

実物
じつぶつ

大
だい

 

小さいが活発 

よく見ると 

殻
から

には模様
も よ う

が 
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アオミオカタニシ 
Leptopoma nitidum  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 15 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 15 ㎜ 

分布：奄
あま

美
み

諸島
しょとう

以南の琉球列島 

特徴：この鮮やかな緑色は殻
から

ではなく

軟体部
なんたいぶ

の色。名前のとおり身が

青い(緑)ということ。タニシに

近い仲間なので、触角
しょっかく

の付け根

に眼
め

があり、殻
から

には蓋
ふた

もある。葉

の表面
ひょうめん

に生えたカビを食べる。 樹の葉の上でよく見られる。 

ヤマタニシ科 アオミオカタニシ属 

殻
から

には蓋
ふた

がある 

眼は触角
しょっかく

の付け根に 

触角
しょっかく

は２本だけ 

緑色なのは中の軟体部
なんたいぶ

 

実物
じつぶつ

大
だい

 

殻
から

に色はなく半透明
はんとうめい
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オキナワヤマタニシ類 
Cyclophorus sp.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 21 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 17 ㎜ 

分布：沖縄諸島
しょとう

 

特徴：民家
み ん か

近くでも普通
ふ つ う

に見られる身

近なカタツムリ。タニシに近い

仲間
な か ま

で、触覚
しょっかく

の付け根に眼があ

り、殻
から

には蓋
ふた

がある。最近、外見
がいけん

がそっくりな複数
ふくすう

の種
しゅ

が混ざっ

ていることが分かった。 石灰岩
せっかいがん

のある森でよく見られる。 

ヤマタニシ科 ヤマタニシ属 

実物
じつぶつ

大
だい

 殻
から

には蓋
ふた

がある 

眼は触角
しょっかく

の付け根に 

触角
しょっかく

は２本だけ 

6



ツヤギセル 
Stereophaedusa bernardii 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 7 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 30 ㎜ 

分布：沖縄諸島 

特徴：湿った森林内の朽木
く ち き

の中によく

いるキセルガイの仲間。名前の

とおり、若
わか

い個体
こ た い

はつやつやし

ているが、老齢
ろうれい

個体
こ た い

は白く濁
にご

っ

た色をしている。表面に藻
も

が生

えている個体もいる。雨が降
ふ

る

と這
は

い出してくることも。 

実物
じつぶつ

大
だい

 

雨のあと這い出してきた個体 

キセルガイ科 オキナワギセル属 

朽木
く ち き

の中でよく見つかる。 

若い個体
こ た い

は確
たし

かにつやつや 

殻
から

が長いので 

方向
ほうこう

転換
てんかん

も一苦労
ひとくろう
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オオカサマイマイ 
Videnoida horiomphala 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 28 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 7.5 ㎜ 

分布：奄美大島～沖縄諸島 

特徴：とにかくひらべったい、まるで

宇宙船(？)のようなカタツムリ。

殻
から

は褐色
かっしょく

で半透明
はんとうめい

、軟体部
なんたいぶ

のま

だら模様
も よ う

がすけて見える。森林

内の朽木
く ち き

の中などによく見られ

る。 

日本一ひらべったい 
実物
じつぶつ

大
だい

 

朽木の中でよく見つかる 

カサマイマイ科 カサマイマイ属 
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シュリマイマイ類 
Satsuma mercatoria，Satsuma miyakoensis 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：28～60 ㎜  殻
かく

高
こう

：20～60㎜ 

分布：沖縄島固有種 

特徴：沖縄島の代表的
だいひょうてき

なカタツムリ。

外見
がいけん

で区別
く べ つ

できない複数
ふくすう

の種
しゅ

が

混在
こんざい

している。沖縄島北部には、

40 ㎜を越
こ

える個体がおり、ヤン

バルマイマイと呼ばれる。一部

が宮古
み や こ

諸島
しょとう

に移入
いにゅう

され、ミヤコ

マイマイと名づけられている。 

実物
じつぶつ

大
だい

 

地面
じ め ん

を歩き回るシュリマイマイ 

ナンバンマイマイ科 ニッポンマイマイ属 

淡
あわ

い色の個体
こ た い

 

丸みの強い個体
こ た い
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オキナワヤマタカマイマイ 
Satsuma eucosmia 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 27 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 29 ㎜ 

分布：沖縄島固有種 

特徴：殻
から

が高くおむすび型。樹によく

登り、特にハマイヌビワに多く

見られる。色彩
しきさい

のバリエーショ

ンが豊富
ほ う ふ

。生息
せいそく

できる環境
かんきょう

が限
かぎ

られ、個体数
こたいすう

の減少が危惧
き ぐ

され

ている。県の希少
きしょう

種
しゅ

保護
ほ ご

条例
じょうれい

で

捕獲
ほ か く

が禁止
き ん し

されている。 

実物
じつぶつ

大
だい

 

カラーバリエーションが豊富
ほ う ふ

 

ナンバンマイマイ科 ニッポンマイマイ属 

木登
き の ぼ

りが得意
と く い
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シュリケマイマイ 
Aegista elegantissima 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 17.5 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 8 ㎜ 

分布：沖縄島と周辺
しゅうへん

離島
り と う

 

特徴：殻
から

の周囲
しゅうい

に毛が生えているカタ

ツムリ。少し湿
しめ

り気
け

のある

森林内
しんりんない

の石灰岩
せっかいがん

が露出
ろしゅつ

している

場所でよく見られる。石灰岩
せっかいがん

に

生えている藻
も

を食べる。殻
から

は薄
うす

く中身
な か み

の模様
も よ う

が透
す

けて見え、う

まく背景
はいけい

に溶
と

け込
こ

む。 

実物
じつぶつ

大
だい

 

よく石灰岩
せっかいがん

の崖
がけ

にへばりついている 

ナンバンマイマイ科 オオベソマイマイ属 

殻
から

は平べったい 

軟体部
なんたいぶ

のまだら模様
も よ う

が透
す

けて見える 
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パンダナマイマイ 
Bradybaena circulus circulus 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 29 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 16.5 ㎜ 

分布：奄美諸島～沖縄諸島 

特徴：シュリマイマイの小型
こ が た

個体
こ た い

と

区別
く べ つ

がつきにくいが、本種
ほんしゅ

の方

が小ぶりで、殻
から

が低
ひく

い。シュリマ

イマイと違
ちが

って木や壁
かべ

にもよく

登
のぼ

る。近
きん

縁
えん

のオナジマイマイ

(外来
がいらい

種
しゅ

)にも似るが、本種
ほんしゅ

の方

がより大型で殻
から

が低
ひく

い。 

実物
じつぶつ

大
だい

 

赤い色帯のない個体 

ナンバンマイマイ科 オナジマイマイ属 

壁ものぼる 

軟体部
なんたいぶ

のまだら模様
も よ う

が透
す

けて見える 
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オキナワウスカワマイマイ 
Acusta despecta despecta  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 21 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 17.5 ㎜ 

分布：奄美諸島～八重山諸島 

特徴：沖縄で最も普通
ふ つ う

に見られるカタ

ツムリ。殻高がやや高く、ずんぐ

り体形。色合いは濃
こ

い赤
せき

褐色
かっしょく

～

淡
あわ

い黄褐色
きかっしょく

。殻が薄く、中の模様
も よ う

が透
す

けて見える。乾燥
かんそう

に強く、樹

にもよく登
のぼ

り葉を食べる。 葉っぱを食べる様子 

ナンバンマイマイ科 ウスカワマイマイ属 

色の個体差
こ た い さ

が大きい 実物
じつぶつ

大
だい

 

家の壁
かべ

を登
のぼ

ってる

のは大抵
たいてい

この種
しゅ
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オナジマイマイ 
Bradybaena similaris 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻径
かくけい

：約 18 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 13 ㎜ 

分布：日本
に ほ ん

を含
ふく

む世界
せ か い

各地
か く ち

 

特徴：東南
とうなん

アジア原産
げんさん

の外来
がいらい

種
しゅ

。人里
ひとざと

でよく見
み

られ、オキナワウスカ

ワマイマイやパンダナマイマイ

によく似
に

ているが、大
おお

きさ、丸
まる

み

（殻
かく

高
こう

）、リップ（殻
かく

口
こう

の反
そ

りか

えり）などを比較
ひ か く

すると区別
く べ つ

で

きる。 

実物
じつぶつ

大
だい

 

目立たないが街中にもよくいる。 

ナンバンマイマイ科 オナジマイマイ属 

殻
から

の入
い

り口
ぐち

が反
そ

りかえる

（リップ） 

色帯
しきたい

のある個体
こ た い

は、パンダナマイマイに似

るが、よりサイズが小さく、丸
まる

みをおびる。 

リップ 

外来
がいらい

種
しゅ
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アジアベッコウ 
Macrochlamys sp. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 殻径
かくけい

：約 25 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 15 ㎜ 

分布：中国南西部～マダガスカル 

特徴：外来
がいらい

種
しゅ

で、沖縄には栽培
さいばい

植物と

ともに移入
いにゅう

されたと考えられて

いる。畑や公園、森の近くでよく

見られ、人の多く住む乾燥
かんそう

した

場所
ば し ょ

にも生息
せいそく

している。沖縄島

だけでなく他の離島
り と う

へも分布
ぶ ん ぷ

を

拡大している。 

実物
じつぶつ

大
だい

 

家の庭や公園などにもよくいます。 

マラッカベッコウ科 

尾の先端に突起がある 

殻には光沢がある 

外套
がいとう

膜
まく

の一部が殻
から

の表面に出ている 

外来
がいらい

種
しゅ
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アフリカマイマイ 
Achatina fulica 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 殻径
かくけい

：約 60 ㎜  殻
かく

高
こう

：約 130 ㎜ 

分布：世界中の熱帯地方のほとんど 

特徴：アフリカ大陸
たいりく

原産
げんさん

の外来
がいらい

種
しゅ

で、

沖縄には食用
しょくよう

として輸入
ゆにゅう

され、

飼育
し い く

されていたものが、沖縄戦

の混乱
こんらん

の中、野外
や が い

に逃
に

げ出
だ

し、

定着
ていちゃく

した。農作物
のうさくもつ

などを食害
しょくがい

するので、県外
けんがい

への持ち出しは

禁止
き ん し

されている。 

実物
じつぶつ

大
だい

 

殻
かく

高
こう

が高く、しずくのような形。 

アフリカマイマイ科 アフリカマイマイ属 

とにかく大きく、目立つ 

外来
がいらい

種
しゅ
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参考文献（もっと知りたい人のために） 

【図鑑・読み物】 

東 正雄 1982 『原色日本陸産貝類図鑑』 保育者 

奥谷喬司 編・監修 1986 『決定版 生物大図鑑 貝類』 世界文化社 

久保 弘文, 黒住 耐二 1995 『沖縄の海の貝・陸の貝―生態/検索図鑑』 沖

縄出版 

武田晋一・西 浩孝 2015 『カタツムリ ハンドブック』文一総合出版 

野島 智司 2015 『カタツムリの謎 日本になんと 800 種! コンクリートをか

じって栄養補給!?』 誠文堂新光社 

脇司 2020 『カタツムリ・ナメクジの愛し方 日本の陸貝図鑑』ベレ出版 

 

【沖縄のカタツムリについて】 

沖縄県教育庁文化財課史料編集班 編 2015 『沖縄県史 各論編 第１巻 

自然環境』沖縄県教育委員会 

沖縄県環境部自然保護課 2017 『改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生

物 第３版（動物編）-レッドデータおきなわ-』 沖縄県 

久保弘文 2021 『沖縄島北部の陸産貝類相―６市町村における絶滅危惧種等

の保全―』 日本貝類学会特別出版物第５号 pp.37-74 

 

 

沖縄県立博物館・美術館 こどもフェスタ 2023 
カタツムリのふしぎにせまってみよう！ 

 
執筆：菊川 章（沖縄県立博物館・美術館） 

2023 年 7 月 26 日 
 

沖縄県立博物館・美術館 
沖縄県那覇市おもろまち３丁目１－１ 
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メモ 
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リュウキュウハナイカダの上で仮眠するアオミオカタニシ 
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